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昭
和
三
十
七
年
度

［予

Z
案
覗
遷
っ
て

昭
和
三
十
七
年
三
月
定
例
村
会

　
　
村
長
提
案
説
明
概
要

　
本
日
こ
こ
に
昭
和
三
十
七
年

度
当
初
予
算
及
び
そ
の
二
二
年

度
の
村
政
運
営
に
関
す
る
重
要

案
件
を
、
御
審
議
い
た
だ
く
今

期
定
例
村
議
会
の
開
催
に
あ
た

り
ま
し
て
。
村
政
に
対
す
る
私

の
所
信
と
、
重
点
を
お
い
た
施

策
、
並
に
御
提
案
致
し
て
い
ま

す
、
各
議
案
の
概
要
に
つ
い

て
、
御
説
明
申
上
げ
、
議
員
各

位
の
議
案
審
議
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
共
に
、
絶
大

な
る
御
協
力
を
得
た
い
と
思
う

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
私
が
申
上
る
迄
も
な
く

昨
今
に
お
け
る
世
界
の
科
学
、

技
術
、
政
治
、
経
済
、
社
会
等

の
変
動
は
、
そ
の
巾
に
於
て
、

ま
た
そ
の
速
さ
に
於
て
、
全
く

驚
異
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ

り
、
我
々
の
知
識
を
以
て
し
て

は
、
到
底
予
想
も
出
来
な
い
こ

と
が
着
々
と
実
行
さ
れ
つ
つ
あ

る
現
状
で
あ
り
ま
し
て
、
私
共

の
、
こ
れ
ら
の
事
象
に
対
す
る

判
断
と
、
時
間
的
な
尺
度
に
対

す
る
認
識
な
ど
を
、
大
き
く
変

へ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。
特
に
、
わ
が
国
の
場
合

を
考
へ
て
見
ま
す
と
、
戦
後
極

め
て
急
速
な
め
ざ
ま
し
い
経
済

成
長
を
と
げ
、
こ
れ
に
伴
う
最

近
の
国
内
社
会
の
変
貌
は
、
ま

た
と
く
に
い
ち
じ
る
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
即
ち
科
学
技
術
の
進
歩
に
伴

う
工
業
生
産
の
増
強
発
展
、
雇

用
の
改
善
、
第
一
次
産
業
の
近

代
化
、
国
民
生
活
水
準
の
飛
躍

的
な
向
上
等
、
そ
し
て
こ
れ
ら

に
伴
い
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る

道
路
、
交
通
を
初
め
、
社
会
環

境
施
設
の
整
備
、
教
育
の
刷
新

社
会
福
祉
及
労
働
対
策
の
充

実
、
農
業
構
造
及
経
営
改
善
対

策
の
充
実
等
、
そ
の
何
れ
も
が

極
め
て
急
速
な
テ
ン
ポ
で
進
行

し
、
か
つ
問
題
の
解
決
を
急
が

れ
て
お
り
ま
す
が
、
就
申
、
村

民
の
大
部
分
が
農
林
業
者
で
あ

る
本
村
の
場
合
に
於
て
は
、
農

林
業
の
近
代
化
、
即
ち
、
農
林

業
の
構
造
経
営
改
善
対
策
を
充

実
し
て
、
村
民
所
得
の
増
加
を

図
り
、
地
域
及
び
産
業
間
に
み

ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
所
得
の
格

差
を
少
し
で
も
縮
め
る
方
向
に

対
処
す
べ
き
方
策
が
最
も
要
請

さ
れ
、
又
私
共
に
課
せ
ら
れ
た

最
も
重
大
な
政
策
的
課
題
で
あ

ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
様
な
情
勢
に
対

応
す
べ
く
村
長
就
任
以
来
、
本

村
の
事
情
に
合
致
し
た
施
策
の

積
極
的
な
推
進
を
は
か
る
べ
く

常
に
思
い
を
新
た
に
し
、
強
い

決
意
の
下
に
、
議
会
の
皆
様
を

始
め
、
村
民
各
位
と
共
に
、
村

政
の
進
展
に
遭
進
し
て
参
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
か
え
り
み
ま
す
と
過
去
七
年

と
り
上
げ
て
参
り
ま
し
た
施
策

に
つ
い
て
は
、
み
な
様
の
深
い

御
理
解
、
御
協
力
と
、
御
配
慮

の
下
に
、
あ
る
程
度
の
実
績
を

あ
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の

実
態
を
眺
め
ま
す
と
、
ま
だ
ま

だ
今
後
に
そ
の
成
果
を
期
待
す

る
も
の
が
、
数
多
く
残
さ
れ
て

居
り
ま
し
て
、
問
題
の
難
し
さ

と
、
責
任
の
重
大
な
る
こ
と
を

痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
様

に
、
我
が
国
経
済
の
高
度
の
成

長
に
伴
う
、
国
内
社
会
情
勢
の

変
動
に
対
処
す
べ
き
問
題
、
わ

け
て
も
全
国
水
準
は
勿
論
、
県

内
水
準
に
も
達
し
て
い
な
い
本

村
の
経
済
格
差
の
問
題
は
、
本

松

美
－

村
々
政
の
重
大
な
る
重
点
施
策

と
し
て
、
多
年
に
渉
っ
て
取
上

げ
ら
れ
、
亦
村
民
各
位
に
返
て

も
真
剣
に
、
こ
の
問
題
と
取
組

ん
で
努
力
さ
れ
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
。
そ
の
実
情
は
決
し
て
楽

観
を
許
さ
れ
ず
、
他
産
業
、
他

地
域
の
経
済
成
長
の
申
に
あ
っ

て
、
可
な
り
深
刻
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
問
題
の
大
部

分
が
、
本
県
又
は
本
村
の
未
成

長
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
思
い
ま
す
と
き
、

今
後
更
に
一
層
の
強
い
決
意
を

以
て
、
強
力
な
、
施
策
的
な
テ

コ
入
れ
と
、
国
や
県
か
ら
の
強

力
な
る
措
置
を
導
入
す
る
た
め

の
、
努
力
を
は
ら
い
。
積
極
的

に
問
題
解
決
に
適
進
ず
る
の
、

「
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　
幸
に
致
し
ま
し
て
一
昨
年
農

業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
農
業
の

構
造
経
営
の
改
善
に
必
要
な
制

度
化
が
な
さ
れ
。
最
近
に
於
て

は
国
に
於
て
低
開
発
地
域
の
開

発
促
進
の
機
運
が
高
ま
り
、
そ

の
他
の
分
野
に
お
い
て
も
、
本

県
又
は
本
村
に
と
っ
て
、
必
要

な
施
策
を
伸
ば
す
、
施
策
が
と

ら
れ
る
方
向
に
あ
り
、
県
政
に

於
て
も
、
積
極
的
に
こ
れ
等
の

問
題
解
決
の
為
の
施
策
が
、
打

出
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
て
、
ま

さ
に
現
段
階
こ
そ
村
政
の
充
実

発
表
の
い
し
ず
え
を
、
築
き
あ

げ
る
べ
き
好
機
に
あ
る
と
判
断

さ
れ
ま
す
の
で
、
村
民
の
み
な

様
と
共
に
、
現
実
を
臭
つ
め
て

更
に
従
来
に
培
す
る
努
力
を
か

た
む
け
、
村
政
の
伸
長
を
図
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
又
私
は
村

長
就
任
以
来
村
政
の
執
行
の
方

向
を
「
村
民
の
意
志
を
反
映
し

た
、
し
か
も
、
社
会
の
推
移
に

即
応
し
た
、
明
朗
な
村
政
の
確

立
を
期
す
る
し
こ
と
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
村
民
の
合

理
的
な
総
意
を
結
集
し
て
、
村

政
を
運
営
す
る
こ
と
は
、
民
主

主
義
下
に
あ
る
、
わ
れ
わ
れ
と

し
て
、
最
も
尊
重
す
べ
き
事
柄

で
あ
り
、
民
主
政
治
の
生
命
で

も
、
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
「

村
民
に
よ
る
村
民
の
た
め
の
村

政
」
を
進
め
る
た
め
、
村
民
各

位
の
村
政
発
展
へ
の
意
欲
を
、

出
来
う
る
限
り
、
と
り
あ
げ
る

こ
と
に
、
　
一
層
の
努
力
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
村
民
の
代
表
て
あ
り
村

の
議
決
機
関
で
あ
る
村
議
会
の

議
決
事
項
に
つ
い
て
は
忠
実

に
、
而
も
議
決
の
精
神
を
心
と

し
て
、
最
少
の
経
費
を
以
て
、

最
大
の
効
果
実
現
に
、
更
に
努

力
す
る
は
勿
論
、
村
政
執
行
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
、
各
種
機

関
や
、
村
内
の
各
経
済
団
体
、

及
民
主
団
体
等
と
、
緊
密
な
連

繋
を
と
り
、
又
議
会
を
初
め
村

内
諸
機
関
、
団
体
等
の
強
い
御

指
導
と
、
御
協
力
を
得
て
、
総

親
和
の
体
勢
を
確
立
し
、
国
政

及
県
政
の
こ
と
を
、
充
分
配
慮

し
な
が
ら
、
力
強
い
村
政
を
執

行
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
昭
和
三
十
七
年
度
に
於

け
る
村
政
執
行
上
の
、
重
点
事

項
に
つ
い
て
、
申
述
べ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
申
上
げ
る
迄
も
な
く
、
村
政

の
執
行
は
、
些
細
な
事
案
と
錐

も
真
剣
に
取
組
み
而
も
、
最
大

の
効
果
を
あ
ぐ
る
様
努
力
す
る

こ
と
は
、
論
を
要
せ
な
い
処
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
次
の

五
項
目
を
重
点
と
し
て
推
進
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
第
一
は
産
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
村
政
の
発
展
は
村
民
経
済
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
、
そ
の
根

本
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
要
し

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
本

村
に
於
け
る
、
各
種
産
業
の
現

況
は
、
村
民
各
位
が
、
多
年
真

剣
な
る
努
力
を
続
け
ら
れ
、
又

何
時
の
時
代
に
於
て
も
、
村
政

の
重
点
施
策
と
し
て
、
強
力
に

指
導
、
推
進
せ
ら
れ
て
来
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て

後
進
性
を
逸
脱
L
得
な
い
謀
士

に
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
極
め
て

残
念
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
そ

の
責
任
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
特
に
本
村
、
経
済
の

申
心
産
業
で
あ
る
、
農
林
業
の

状
況
は
、
年
々
或
る
程
度
の
伸

び
は
見
受
け
ら
れ
る
も
、
近
年

他
産
業
の
、
急
速
な
成
侵
と
消

費
経
済
部
門
の
異
状
な
伸
長
の

中
に
あ
っ
て
、
そ
の
所
得
高
も

全
国
の
最
下
位
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
全
く
残
念

に
堪
へ
ま
せ
ん
。
然
し
な
が
ら

最
近
に
於
て
は
皐
期
水
稲
栽
培

を
突
破
口
と
す
る
、
新
し
い
営

農
方
式
の
確
立
に
よ
っ
て
、
従

来
の
停
滞
状
態
か
ら
脱
し
て
、

一
大
発
展
の
方
向
に
進
ま
ん
と

す
る
、
気
運
が
濃
厚
に
も
り
上

り
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
全

く
慶
び
に
堪
へ
な
い
と
こ
ろ
て

瀦

振
興
を
総
合
的
に
而
も
強
力

に
推
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。　
尚
本
年
は
県
の
機
械
発
公
団

に
金
壱
百
万
円
を
出
資
し
て
ブ

ル
ト
ー
サ
そ
の
他
の
大
型
の
機

械
を
本
村
に
駐
在
せ
し
め
耕
地

の
整
備
そ
の
他
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　
第
二
は
教
育
の
振
興
、
特
に

社
会
教
育
の
発
展
で
あ
り
ま
す

教
育
は
国
家
百
年
の
大
計
で
あ

り
、
そ
の
盛
衰
は
、
将
来
の
国

家
社
会
の
発
展
に
、
極
め
て
深

い
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、
今
更

申
上
る
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
り

ま
し
て
本
村
に
於
て
は
、
戦

後
の
学
制
改
革
以
来
、
中
学
校
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に
努
力
明
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
次
に

　
つ
ぎ
に
社
会
教
育
に
つ
き
ま
・
住
宅
難
を
緩
和
す
る
た
め
第
こ

し
て
は
、
次
の
時
代
を
担
う
青
一
種
公
営
住
宅
二
十
戸
の
建
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
年
の
問
題
に
意
を
用
い
、
青
計
画
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
年
団
体
、
婦
人
団
体
の
育

成
等
を
は
じ
め
、
各
部
落
に
お

け
る
社
会
教
育
の
場
と
し
て
、

効
果
的
な
役
割
を
持
つ
公
民
館

の
運
営
に
必
要
な
措
置
を
と
る
一
の
間
に
理
解
き
れ
て
、

の
増
築
を
初
め
、
老
朽
校
舎
の
｝
館
の
活
譲
な
る
活
動
を
中
心
に

難
講
鑛
総
総
騰
露
蠣
沸
槻
齪
齢
鎌

と
共
に
、
従
来
か
ら
の
対
策
を

積
極
的
に
充
実
す
る
こ
と
に
努

力
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
青
少
年
の
不
良
化
防
止

に
つ
い
て
は
青
少
年
を
と
り
ま

く
、
社
会
環
境
の
浄
化
に
、
万

全
を
期
す
る
こ
と
と
一
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
青
少
年
問
題
協

議
会
、
民
生
委
員
会
並
に
公
民

　
尚
本
村
の
社
会
福
祉
施
設
で

あ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
を
初

め
、
億
営
診
療
所
、
季
節
保
育

所
の
運
営
は
、
最
近
漸
く
村
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
れ

も
そ
の
機
能
を
発
揮
し
て
、
村

民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
つ
つ

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
更
に
こ

れ
等
の
施
設
が
真
に
村
民
の
施

設
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
果
す

よ
う
、
施
設
の
改
善
、
及
運
営

に
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

り
ま
す
が
本
村
の
公
衆
衛
生
二
一

ぴ
予
防
保
健
衛
生
の
進
展
を
は
一

一
か
月
た
め
、
従
来
か
ら
の
簡
易
　

皿
水
道
の
建
設
を
促
進
す
る
助
成
一

　
騨
選
嚢
鶴

設
置
を
必
要
と
す
る
部
落
の
調
一

麓
耀
外
罐
蟻
無

量
よ
り
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
｝

予
防
衛
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

瀬
讐
鰹
簾

　
（
第
四
綱
目
以
下
次
号
）

出）

つ
ぎ
に
公
衆
衛
生
対
策
で
あ
一
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

’＿ @　　　区　分
ｼ 前年度予算額 比　　　　較 予算総額に

閧ﾟる割合増　　1　減　一　　　旧

T一議　　一難一一
Q　　　一　　　　　　一

本年度予算額

黶@『　一　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

@　5．502．970一　　　　　　　　　　　　一

@18．136．210

2，415，080 887，890 3．5乙％

2．役　　　場　　　　　　　　　　一　　一　　一　　｝ 2，790，260 919，980一 蛯Rσ一

　
　
　
轟
轟
　
　
　
費
＿
防
一
＿
＿
費
＿
木
　
　
　
費
　
　
　
費
『
　
　
　
　
一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一

　16．265．930一　　一　　　　　　　　　　　　　　　罰　　　　　　　　　　　　　｝　　　　

@　1．212．0印 197．5印 1．42
5「消曹　　　　　　　　『　　　　　　　　　　一　一　一

S．土一　　　　　一　　　　　　　　一一　　　　　　　一　一一

T．教

　　1．409．610｝

@11．449．520一　　　一　　一曝一

@17．565．080

｝　　　　一　　一　　　　　　一　　　　　　　一　幽

@　2．622．520 10，351，990 1．524．990　11．55

8，648，120

　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　㎜
P．771．12cl一

u．ズー

@　　　　　一

　　　　育一　　一　　　　　｛　一　　　一｝　　　　　　　　　　　　　，　　　一　　　』

U，社会及び労働施設費 　　　一P7，413，820 @6．507．070 11，958，140

｝　｝　　　　　　『@　2．467．080 821，480
暢：瑠認噂　　　　　　　　一V．三戸衛生費

W．産業経「蕃一献『
Q　　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一畠　　　　　　　　　　　　　一

X．財　　　産　　　費　　　　　　　　｝

…　　　｝　　　　一　　　一　　　，
@　6．881．920

　　1．844．700F　｝

@　7．874．880　　一　　　　　　　　一　　　　　一 1，057，420 2．05〔〕．380　　6．94
｝　一　　｝　一

5，830，410 4，572，290 1，313，350 55，230
｝　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

@5．88

10，統　計　調　査　費
酬　｝　一　　一　　　　　　　｝　一

@　　40．410 54，410 8，000 　　　　一　　　　　　　　　　　｛Q．000　　0．04レ　　　　一　　　　　　一　　『

｝　　　　一

P1．選　　　挙
565，750　　　　　　　　　胴　一　－

59．7ω 310，990 5．000　　0．37Ψ　　　　　『

4，852，340　　一　一 4，738，580 514，460 200．駒0　　4．89∂
＿＿一　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

P2．公　　　債　　　費
P37諸一π支一画一π歪一一
@一　　　　　　　　　一　　一　F　　　　　　　闇｝　　一　　　　　　　　　　一

P4．予　　備　　費

9．31み410 ㎜　　　　　一 2，916，230 511，300
一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一

@9．40
一　一　　　　　　　｝　　　　一

T00，000 @　　200．00 100，000
　　｝　　　　　　　　　　　　　一
f㌧ @0．50

ム　　　　計　1
一　9，18．530

65，543，630 41，675，890 8．090．990　100．00

ρ

あ
り
ま
す
、
即
ち
農
業
の
近
代

化
と
言
う
言
葉
ひ
、
農
業
の
構

造
改
善
や
、
経
営
改
善
の
研
究

検
討
が
着
々
と
実
行
に
移
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際

本
村
と
一
ま
し
て
は
主
要
食
糧

の
増
産
確
保
を
図
る
と
共
に
果

樹
畜
産
林
産
等
、
成
長
部
門
の

生
産
振
興
、
及
経
営
規
模
の
拡

大
、
又
は
、
経
営
の
協
業
化
、

機
械
化
等
、
既
定
の
施
策
を
着

実
に
推
進
す
る
一
方
、
村
内
各

階
層
、
及
関
係
機
関
の
代
表
者

学
識
経
験
者
等
を
以
て
組
織
す

る
農
林
業
改
善
対
策
協
議
会
を

設
置
L
、
本
村
農
業
の
将
来
の

方
向
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
検

討
を
な
さ
し
め
、
出
来
得
る
限

り
早
い
期
間
に
結
論
を
ま
と
め

て
昨
年
度
よ
り
国
が
計
画
実
行

し
っ
っ
あ
隣
県
養
薯
改

進
み
行
く
社
会
の
要
請
に
こ
た

え
る
、
活
力
あ
る
青
少
年
の
育

成
に
、
努
と
め
て
参
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
が
、
教
育
の
現
状
は

動
の
促
進
を
怯
か
り
社
会
教
育

の
発
展
に
努
力
い
た
一
，
ま
す
。

　
第
三
硬
社
会
福
祉
及
公
衆
衛

生
の
向
上
で
あ
り
ま
す
。

決
し
て
楽
観
の
出
来
な
い
も
の
…
最
近
の
高
h
経
済
発
展
の
も
と

が
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
学
簸
難
癖
惣
相
を

校
の
内
容
充
実
を
は
か
り
、
学

力
の
向
上
に
努
む
る
と
共
に
、

　
な
経
済
成
長
の
が
げ
に
、

聖堂
の速

関
係
機
関
と
密
接
な
連
絡
と
協
一
あ
た
ら
な
い
場
所
が
あ
る
と
言

力
を
な
し
、
指
導
の
改
善
に
努
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等

襲
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
の
所
謂
、
低
所
得
者
の
生
活
安

幸
い
本
村
は
村
民
の
よ
り
よ
　
定
対
策
の
一
か
ん
と
し
て
、
本

き
理
解
と
、
協
力
を
得
ま
し
て
一
村
に
於
て
は
昭
和
三
十
五
年
七

民
挙
げ
て
、
教
育
に
協
力
の
態

勢
が
出
来
て
い
ま
す
の
で
、
特

に
本
年
は
語
漏
小
学
校
、

警
優
先
の
村
是
の
下
照
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
内
一
の
拡
大
に
努
め
。

体
操
場
の
増
改
築
工
事
を
行
う
一
門
九
、
○
○
○
人
を
予
定
し
、

こ
と
と
し
、
又
従
来
実
施
し
て
一
こ
れ
等
労
務
者
の
生
活
内
容
の

参
り
ま
し
た
。
奨
学
資
金
貸
付
一
向
上
を
図
る
こ
と
に
努
め
る
こ

制
度
を
二
倍
に
増
額
し
て
、
育
と
と
し
、
又
従
来
社
会
福
祉
平

幕
か
ら
、
失
業
対
策
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
に

於
て
は
、
更
に
就
労
人
員
の
枠

　
　
　
　
　
　
　
就
労
者
延
日

’
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一
冨
「
≡
　
一
一
一
慈
一
胃
一
≡
…
一
一
窪
≡
≡
一
胃
一
一
一
一
一
≡
胃
一
一
塁
一
一
墾
【
≡
≡
…
一
≡
一
一
嘉
≡
一
≡
躍
一
轟
一
一
＝
幅
出
一
≡
薯
開
≡
『
≡
窪
垂
一

森
林
組
合
の
再
建
に
寄
せ
て

林
政
課
駐
在
指
導
員
　
　
中

　
森
林
組
合
の
再
建
に
就
て
今
欠
損
金
は
債
権
を
放
棄
し
た
の

日
迄
の
経
緯
を
顧
る
と
昭
和
三
　
で
は
な
く
債
務
者
の
経
済
状
態

十
三
年
農
協
が
当
時
役
職
理
窟
を
桝
画
し
て
暫
時
回
収
整
理
す

々
の
献
身
的
な
努
力
に
も
拘
ら
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

ず
板
屋
の
製
炭
事
業
に
依
っ
て
整
促
計
画
の
骨
子
は
次
の
四
項

遂
に
総
辞
職
を
さ
れ
る
止
む
な
　
と
な
っ
て
い
る
。

き
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
　
　
一
、
整
備
資
金
の
導
入

後
三
十
四
年
二
月
、
E
団
体
役
　
　
二
、
債
権
の
整
理

員
の
改
選
に
つ
い
て
は
こ
の
際
　
　
三
、
林
産
事
業
の
推
進

再
建
に
強
力
な
る
基
本
を
打
出
　
　
四
、
出
資
金
の
完
全
達
成

す
に
は
独
り
農
協
組
合
員
の
み
ω
整
備
資
金
は
政
府
が
欠
損
金

な
ら
ず
村
を
あ
げ
て
総
ぐ
る
み
　
と
同
額
の
資
金
を
長
期
に
貸
付

の
体
制
を
確
立
す
べ
き
だ
と
村
を
し
更
に
金
利
に
つ
い
て
も
村

民
の
要
望
が
高
ま
り
村
長
を
組
及
県
中
央
金
庫
か
ら
夫
々
減
免

孤
燈
に
推
し
た
新
役
員
の
構
成
補
給
が
な
さ
れ
る
。
組
合
は
こ

を
み
た
の
で
あ
る
。
爾
来
農
協
の
融
資
に
依
っ
て
負
債
が
整
理

の
再
建
は
今
更
申
上
る
迄
も
な
さ
れ
従
来
内
部
資
金
の
圧
迫
を

く
弐
千
四
百
万
円
の
厩
大
な
る
受
け
た
利
息
の
支
払
も
排
除
さ

欠
損
金
と
取
組
み
着
々
と
そ
の
　
れ
順
調
な
運
営
が
期
せ
ら
れ
る

計
画
が
実
績
に
現
わ
れ
今
日
若
　
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

干
の
問
題
は
残
さ
れ
て
は
い
る
　
ω
債
権
の
整
理
で
あ
る
が
指
定

が
貯
金
部
門
を
み
て
も
当
時
参
日
現
在
百
五
万
周
頃
、
既
に
返

千
万
円
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
済
期
限
の
経
過
し
て
い
る
も
の

も
の
が
八
千
万
円
を
超
過
す
る
で
強
行
に
整
理
す
べ
き
で
あ
る

堂
々
た
る
姿
に
再
建
し
た
事
は
が
計
画
と
し
て
は
一
応
本
年
度

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
以
上
は
末
迄
に
当
額
の
六
〇
％
を
絶
対

農
協
の
推
移
で
あ
る
が
役
員
改
に
整
理
す
る
方
針
で
あ
る
。

選
時
に
於
い
て
密
か
に
案
じ
ら
㈹
林
産
事
業
の
推
進

れ
た
事
は
森
林
組
合
も
亦
そ
の
　
　
林
産
事
業
は
組
合
員
の
素
材

内
容
は
危
機
に
瀕
し
た
農
協
と
を
有
利
に
販
売
す
る
委
託
販
売

同
様
決
し
て
楽
観
で
き
ぬ
状
態
の
取
扱
が
な
さ
れ
て
い
る
が
実

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
際
に
は
伐
採
、
木
場
、
牛
搬
出

　
然
し
役
員
と
し
て
は
森
林
組
輸
送
、
総
べ
て
直
営
と
な
り
現

合
の
整
備
強
化
に
つ
い
て
等
閑
在
労
力
不
足
の
折
り
仲
々
容
易

に
付
し
て
い
た
の
で
は
な
く
村
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
の
で
組

県
当
局
は
じ
め
森
連
等
の
指
導
合
員
自
体
で
仕
出
し
さ
れ
る
も

を
得
て
対
策
が
進
め
ら
れ
た
の
　
の
は
勿
論
積
極
的
に
取
扱
は
す

で
あ
る
が
如
何
に
せ
ん
人
の
力
る
が
こ
の
際
、
大
口
事
業
の
計

も
限
り
あ
る
こ
と
で
農
協
の
痛
画
が
な
さ
れ
村
、
営
林
署
の
御

手
が
余
り
に
も
深
か
っ
た
が
た
援
助
の
下
に
交
渉
が
亙
り
尚
憾

め
農
協
再
建
と
同
時
に
そ
の
主
業
資
金
に
つ
い
て
も
既
に
中
金

力
を
傾
注
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
於
い
て
配
慮
さ
れ
近
く
着
工

で
あ
っ
た
の
が
当
時
の
真
相
で
　
の
運
び
に
な
っ
て
い
る
。

あ
っ
た
。
そ
の
後
三
十
六
年
二
　
ω
出
資
の
目
標
完
全
達
成

月
従
来
の
三
団
体
兼
務
を
解
か
　
　
以
上
、
村
、
県
系
統
機
関
の

れ
独
立
し
た
新
役
員
会
が
発
足
絶
大
な
る
御
協
力
で
整
促
計
画

し
更
に
関
係
機
関
の
適
切
な
る
が
固
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
組

指
導
て
整
備
促
進
組
合
の
指
定
合
員
自
体
と
し
て
も
徒
ら
に
他

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
力
本
願
に
偏
す
る
こ
と
な
く
自

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
己
資
本
の
蓄
積
を
図
ら
ね
ば
な

　
以
下
整
促
計
画
の
概
要
に
つ
　
ら
な
い
。

い
て
述
べ
る
と
問
題
は
欠
損
金
　
　
出
資
は
財
務
基
準
令
に
も
示

弐
百
七
十
五
万
円
と
負
債
の
償
さ
れ
て
い
る
通
り
固
定
資
産
並

還
に
あ
る
が
欠
損
金
の
内
七
十
　
に
欠
損
金
の
額
に
基
い
て
五
百

五
万
円
は
不
良
覇
権
を
一
時
特
万
円
が
目
標
額
と
な
っ
て
い
る

講
雛
輻
廟
聾
獺
騰
難
欝
師
襯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

野

辰

己
1

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
組
合

員
の
特
段
の
御
協
力
を
御
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

㈲
林
業
経
営
維
持
改
善
資
金
に

つ
い
て

　
今
回
政
府
は
林
業
経
営
を
適

正
且
つ
安
定
し
た
状
態
を
以
っ

て
継
続
さ
せ
更
に
所
得
の
増
大

を
図
る
為
に
は
林
業
経
営
の
構

造
改
善
と
育
成
強
化
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
で
こ
れ

等
の
も
の
に
対
し
植
栽
後
六
年

以
上
の
保
育
等
の
管
理
経
営
並

に
造
林
の
た
め
の
土
地
の
取
得

又
は
折
角
の
造
林
地
育
成
途
中

に
諸
種
の
事
情
で
手
離
す
場
合

こ
れ
を
防
止
し
維
持
経
営
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
を
貸
付
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
貸
付
の
種
類
は
そ
の
内
容
に

依
り
次
の
通
り
で
あ
る
。

e
管
理
資
金
　
口
取
得
資
金

㊨
相
続
資
金
　
㈱
維
持
資
金

　
　
貸
付
の
条
件

e
年
利
　
五
分
五
厘
口
償
還
期

限
　
二
十
年
以
内
⇔
償
還
方
法

一
時
払
込
又
は
数
回
に
理
る

貸
付
対
象
者

　
人
工
林
の
面
積
が
二
〇
町
歩
・

以
下
で
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
｝

　
以
上
が
融
資
制
度
案
の
概
要
｝

で
現
在
正
式
の
決
定
を
み
て
い
一

な
い
が
近
く
通
達
が
あ
る
の
で
一

詳
細
は
部
落
座
談
会
等
で
説
明

す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
希
望

の
方
は
利
用
さ
れ
る
様
御
案
内
㎜

す
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
一

国
民
年
金
へ

更
に
高
い
関
心
を

一、

g
合
長
さ
ん
遮
の
努
力
に

　
感
謝
を

　
三
月
に
入
る
と
村
の
あ
ち
こ

ち
で
現
在
の
区
長
さ
ん
組
合
長

さ
ん
改
選
の
話
を
聞
く
。
昭
和

三
十
六
年
度
の
村
勢
も
こ
の
人

達
の
熱
心
な
協
力
の
お
か
げ
で

大
い
な
る
前
進
を
続
け
て
来
た

　
特
に
生
れ
た
ば
か
り
の
国
民

年
金
が
こ
の
人
達
の
手
で
育
て

の
苦
し
み
を
得
て
来
た
こ
と
を

思
え
ば
特
に
こ
の
感
は
深
い
。

毎
月
一
回
の
検
認
日
に
は
被
保

険
者
の
も
っ
て
い
る
、
い
ろ
ん

な
苦
情
も
聞
い
た
自
分
の
生
活

を
保
障
し
、
又
老
後
の
所
得
を

保
障
す
る
名
実
共
に
自
分
の
た

め
の
国
民
年
金
な
の
に
一
部
村

民
の
無
関
心
に
対
す
る
不
満
に

も
耐
え
、
と
に
か
く
七
五
組
合

の
中
二
、
三
の
組
合
を
除
く
残

り
の
組
合
長
さ
ん
は
、
本
当
に

よ
く
お
世
話
し
て
頂
い
た
と
思

っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
七
年
度

は
組
合
長
手
当
も
増
額
さ
れ
る

と
言
う
の
に
、
こ
の
一
年
遅
全

く
献
身
的
に
努
力
し
て
下
さ
っ

た
組
合
長
さ
ん
班
長
さ
ん
に
私

達
は
心
か
ら
な
る
感
謝
の
念
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

コ
、
三
月
は
国
民
年
金
の

　
決
算
日

　
今
ま
で
機
会
あ
る
ご
と
に
P

R
し
て
来
ま
し
た
が
昭
和
三
十

六
年
度
分
保
険
料
の
最
終
納
期

は
三
月
末
で
す
然
し
四
月
ま
で

は
三
十
七
年
分
と
一
緒
に
検
認

を
行
い
ま
す
。
四
月
を
過
ぎ
る

と
三
十
六
年
度
分
に
つ
い
て
は

役
場
で
の
取
扱
い
が
で
き
な
く

な
る
と
共
に
以
後
は
滞
納
保
険

料
と
し
て
厚
生
省
の
発
行
す
る

納
入
告
知
書
に
よ
り
別
途
指
示

す
る
場
所
で
納
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
よ
う
。
既
に
県
の
年

金
課
に
は
国
税
庁
の
職
員
も
来

て
お
り
、
悪
質
滞
納
者
は
強
制

処
分
を
行
う
意
向
で
あ
る
こ
と

も
一
応
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

三
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

　
人
違
が
大
勢
い
る

　
人
の
気
持
は
面
白
い
も
の
だ

何
ん
で
も
、
こ
う
す
れ
ば
安
心

だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
現
実

に
不
幸
な
目
に
他
人
が
あ
っ
た

の
を
身
近
に
み
た
り
、
自
分
が

あ
わ
な
い
と
な
か
な
か
備
え
た

り
対
策
を
考
え
よ
う
と
し
な
い

　　　　

う
か
。
延
岡
出
張
所
管
内
で
も

保
険
料
を
滞
納
し
、
或
い
は
申

免
の
手
続
き
を
と
っ
て
な
か
っ

た
た
め
に
大
事
な
夫
を
失
っ
た

母
子
や
、
思
い
が
け
な
い
事
故

の
た
め
に
、
あ
わ
れ
不
具
の
身

に
な
っ
た
人
達
約
言
〇
人
も
が

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず

生
活
の
路
に
困
っ
て
い
る
と
言

う
。
あ
れ
だ
け
年
金
の
こ
と
は

話
し
て
お
い
た
の
に
と
や
る
方

側
に
と
っ
て
み
て
も
全
く
う
ら

め
し
い
射
て
は
な
い
か
。

四
、
昭
和
三
十
七
年
度
免
除

　
聖
血
の
方
は
準
備
を

　
四
月
に
入
る
と
昭
和
三
十
七

年
の
免
除
希
望
者
は
家
族
と
相

談
し
て
被
保
険
者
全
員
を
す
る

か
或
い
は
一
人
に
す
る
と
か
き

め
て
頂
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
所

得
の
余
り
多
い
人
は
免
除
で
き

な
い
が
、
そ
れ
で
も
事
情
の
あ

る
人
は
で
き
る
だ
け
免
除
す
る

よ
う
努
力
致
し
度
い
。
然
し
免

除
す
る
こ
と
は
現
在
、
将
来
を

問
わ
ず
年
金
額
決
定
の
上
で
は

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
お
い
て
延
し
い
。
免
除
申

請
の
方
法
は
組
合
長
さ
ん
を
通

じ
て
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五
、
一
一
＋
才
に
な
っ
た
人
や

　
未
加
入
の
人
徳
へ

　
国
民
年
金
は
強
制
加
入
保
険

で
す
か
ら
一
一
十
才
に
な
っ
た
人

は
二
十
才
に
な
っ
た
日
か
ら
又

二
十
才
以
上
の
人
は
国
民
年
金

資
格
取
得
届
け
を
提
出
し
保
険

料
納
入
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

農
業
、
商
業
等
を
営
む
人
は
務

め
て
い
る
人
達
の
よ
う
に
老
後

の
所
得
保
障
が
な
い
の
で
直
に

資
格
取
得
届
け
を
提
出
し
て
下

さ
い
。
保
険
料
納
付
の
困
難
な

人
は
免
除
申
請
書
と
一
緒
に
提

出
す
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す

　
必
要
な
用
紙
は
役
場
の
年
金

係
り
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

勿東郷村奨学資金願書受付勿
1
．

2
．

5．

4．

提出期日　　4月15日

提出先　東郷七教青委員会
提出書類　　願書、履歴書、

　　　　　成績証明書
備　　考
昭和37年度からは月大学：2．000円

高、交1．000円貸付けます

交通事故の
防止について

　
最
近
に
お
け

る
交
通
事
故
の

状
況
に
つ
い
て

は
毎
日
新
聞
紙

上
第
一
の
話
題

と
し
て
と
り
あ

げ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
こ
と

は
都
会
地
の
で

き
ご
と
だ
と
他
人
の
こ
と
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
向
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
東
郷
村
に
お
き
ま
し
て
も

そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
今
年
に
入

っ
て
か
ら
既
に
小
野
田
に
お
け

る
即
死
事
故
、
児
洗
で
小
丸
了

え
の
転
落
事
故
、
出
口
の
転
落

事
故
と
相
次
い
で
発
生
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
歩
行
者
、
自
転

車
（
特
に
二
人
の
り
）
の
み
な

さ
ん
は
特
に
自
動
車
等
と
交
さ

す
る
場
合
は
充
分
前
後
を
確
め

て
、
交
通
事
故
の
み
じ
め
な
犠

牲
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
、
ま
た
運
転
者

の
み
な
さ
ん
は
、
い
つ
も
安
全

運
転
を
励
行
し
て
交
通
事
故
の

防
止
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。

運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

　
二
月
十
六
日
か
ら
交
通
犯
の

行
政
処
分
が
重
く
な
り
ま
し
た

そ
の
一
例
を
見
る
と

ω
酒
酔
い
運
転
の
場
合

十
日
以
上
の
傷
害
一
免
許
証
の

取
消
十
日
未
満
の
傷
害
1
＝
一
〇
日

以
上
停
止

物
三
三
〇
万
以
上
－
一
取
消

物
上
三
万
以
上
三
〇
万
未
満
－
－

一
五
〇
日
以
上

物
狂
三
万
未
満
一
九
〇
日
以
上

停
止
法
令
違
反
一
回
－
六
〇
日
以
上

停
止
法
令
違
反
二
回
！
取
消

法
令
違
反
そ
の
他
違
反
が
前
に

あ
っ
た
時
は
九
〇
日
以
上
の
停

止ω
酒
気
お
び
運
転
の
場
合

死
亡
事
故
－
免
許
取
消

事
故
を
お
こ
し
た
場
合
一
現
行

の
二
倍

法
令
違
反
一
三
〇
日
以
上
の
停

止と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
取

締
り
の
重
点
が
「
酒
気
帯
び
運

転
」
に
向
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
　
「
酒
気
を
帯
び
て
」
車

輌
等
を
運
転
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
山
陰
警
察
官
派
出
所
　
　
　
，

　
　
巡
査
部
長
佐
藤
源
三
郎

部
落
”
親
子
会
”
遊
行
記

少
年
へ
の
郷
愁
む
さ
ぼ
り
熟
柿

啖
（
く
ら
）
ふ

な
ど
駄
句
つ
た
事
も
あ
る
が
、

人
間
齢
（
と
し
）
取
る
と
童
心

に
立
返
っ
て
子
供
に
親
し
ん
で

く
る
。
一
月
十
八
日
（
日
曜
）

慶
福
瀬
・
下
村
部
落
の
「
親
子

会
」
の
伊
勢
ケ
浜
遠
足
に
お
伴

（
と
も
）
さ
し
て
頂
い
て
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
た
。

小
学
・
中
学
の
全
員
、
父
母
共

総
員
七
三
名
借
切
大
型
バ
ス
は

ハ
チ
切
れ
る
盛
況
、
バ
ス
ガ
ー

ル
の
朗
ら
か
な
車
内
ソ
ン
グ
で

大
賑
わ
い
、
生
徒
ら
も
元
気
に

要
求
に
応
じ
て
臆
（
お
く
）
せ

ず
唄
い
ま
く
っ
て
い
た
。
目
的

地
に
着
き
下
車
し
て
神
社
参
拝

を
了
り
左
手
の
坂
道
を
饗
ぢ
て

例
の
大
洞
窟
に
到
る
。
降
り
口

は
十
数
丈
の
険
難
な
断
崖
で
、

弦
に
は
リ
：
ダ
！
小
西
先
生
が

頑
張
っ
て
小
学
生
を
警
め
て
一

歩
も
近
付
け
ぬ
厳
戒
ぶ
り
、
親

達
は
大
安
堵
の
体
（
て
い
）
だ

っ
た
。
弦
か
ら
愈
々
高
い
旧
城

趾
の
細
径
と
な
っ
て
山
海
の
眺

め
が
次
第
に
広
々
と
整
っ
て
く

る
。
山
頂
を
越
し
て
或
る
草
原

の
平
地
の
一
劃
に
腰
を
下
ろ
し

て
子
供
ら
の
為
に
宝
探
し
な
ど

や
っ
て
休
憩
し
た
。
親
た
ち
て

ん
で
ん
の
菓
子
包
み
や
密
柑
な

ど
で
子
供
ら
を
喜
ば
せ
る
。
天

好
く
晴
れ
て
温
く
、
黒
潮
の
息

吹
（
い
ぶ
き
）
の
香
り
に
思
わ

ず
う
っ
と
り
と
な
る
。

今
日
は
明
後
日
の
弦
神
社
の
祭

礼
に
当
り
、
全
山
の
清
掃
に
銘

鎌
を
携
え
た
人
夫
達
が
四
・
五

十
名
程
入
山
し
て
居
た
。
イ
ザ

出
発
の
間
際
に
小
西
先
生
か
ら

今
度
は
中
学
男
女
生
だ
け
に
お

諭
し
が
出
る
「
み
な
さ
ん
は
今

休
ん
だ
場
所
へ
散
ら
か
し
た
ゴ

ミ
屑
類
を
綺
麗
に
片
附
け
て
一

ケ
所
に
ま
と
め
て
始
末
し
て
発

ち
な
さ
い
」
一
と
、
み
ん
な
直

ぐ
甲
斐
営
々
し
く
立
働
い
て
見

る
見
る
立
派
に
整
備
さ
れ
て
行

く
。
之
を
貝
守
っ
て
い
た
二
、

三
の
人
夫
達
が
「
感
心
な
学
生

さ
ん
達
ぢ
や
、
ど
こ
の
学
校
さ

ん
で
し
ょ
う
か
」
と
私
に
訊
ね

る
な
ど
快
心
な
一
錫
勧
情
景
だ

つ
た
。
渇
く
知
ら
ず
知
ら
ず
の

内
に
公
徳
心
を
養
成
屠
れ
行
く

事
は
誠
に
有
り
難
し
。
サ
テ

　
　
　
　
　
　
　
タ

海
　
　
野
　
　
実
　
　
門

〃
飛
ぶ
鳥
も
跡
を
濁
さ
ず
〃
に

発
（
た
）
つ
た
わ
が
一
行
は
鼓

岬
角
を
北
に
廻
っ
て
広
々
と
し

た
白
砂
青
松
の
蔭
の
叢
（
く
さ

む
ら
）
を
今
目
の
終
点
地
と
し

て
腰
を
下
し
た
。
早
速
浪
打
際

に
子
供
ら
単
独
の
一
親
子
共
同

の
運
動
諸
種
目
、
競
走
な
ど
を

や
り
、
楽
し
い
昼
食
後
に
は
又

砂
土
俵
の
上
で
男
生
徒
の
角
力

で
大
に
ぎ
わ
い
、
行
司
（
ぎ
ょ

う
じ
）
は
勿
論
、
先
生
と
父
兄

ら
。
迎
え
の
バ
ス
来
着
の
午
後

三
時
近
く
拠
点
に
集
合
、
今
度

の
「
跡
始
末
」
役
は
先
刻
の
子

供
ら
に
見
習
っ
て
、
母
親
ら
が

〃
発
つ
鳥
〃
と
な
っ
て
自
発
的

に
弁
当
が
ら
、
紙
屑
類
一
切
を

見
事
に
取
片
付
け
て
〃
跡
を
濁

さ
ず
〃
に
「
有
終
の
美
」
を
飾

っ
て
呉
れ
た
恭
け
な
さ
。
又
終

日
、
小
事
故
（
じ
こ
）
も
な
く

愉
し
い
有
意
義
な
遊
行
を
了
え

て
同
慶
す
べ
き
一
日
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
＝
＝
一
一
≡
≡
一
一
一
＝
一
≡
＝
≡
一
＝
圏
＝
≡
≡
≡
≡
＝
≡
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
圏
＝
一
＝
≡
一
一
＝
≡
＝

岡
山
県
に
実
習
生
を
派
遣
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
　
三
郎

　
気
候
は
つ
れ
の
暖
か
い
日
が

続
い
て
又
急
に
寒
波
が
も
り
か

え
し
た
二
月
十
四
日
の
朝
、
六

名
の
青
年
達
と
延
岡
か
ら
特
急

　
「
か
も
め
」
に
乗
り
込
み
ま
し

た
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
赤
塗
り
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
は
音
も
な
く
滑
る

よ
う
に
日
豊
線
を
北
上
、
雨
雲

の
た
れ
た
山
陽
線
の
沿
線
に
立

ち
揃
ぶ
工
場
群
に
見
と
れ
て
い

る
間
に
七
時
に
は
早
く
も
目
的

地
岡
山
に
着
い
て
い
ま
し
た
。

　
岡
山
県
国
際
農
友
会
の
お
世

話
で
本
村
の
青
年
六
名
が
農
家

住
込
実
習
を
行
う
こ
と
に
な
り

口
き
き
を
し
た
私
が
三
孝
の
役

目
を
お
、
せ
っ
か
り
ま
し
た
が

受
入
農
家
は
い
つ
れ
も
黒
米
実

習
生
を
中
心
と
し
た
精
農
家
揃

い
で
本
村
の
実
習
生
受
入
れ
に

つ
い
て
非
常
な
熱
意
と
協
力
を

示
し
て
く
れ
た
こ
と
は
誠
に
幸

運
で
し
た
。

　
我
々
は
先
づ
農
業
試
験
場
内

の
研
修
館
に
落
着
き
、
翌
十
五

日
と
十
六
日
の
二
日
間
県
庁
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
農
友
会
主

催
の
農
業
近
代
化
講
演
会
に
出

席
受
講
し
ま
し
た
。

　
一
流
の
講
師
を
招
聰
し
て
行

わ
れ
た
此
の
講
演
会
は
稲
作
の

機
械
化
や
近
代
化
酪
農
、
企
業

的
一
菜
花
卉
園
芸
な
ど
農
業
の

近
代
化
を
志
す
者
に
と
っ
て
傾

聴
に
値
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
印
象

的
だ
っ
た
の
は
会
場
の
雰
囲
気

で
す
。
十
時
か
ら
の
講
演
に
九

時
半
頃
に
は
広
い
ホ
ー
ム
は
満

員
と
な
り
、
始
つ
た
時
に
は
会

場
に
入
り
き
ら
な
い
程
、
聴
衆

が
集
り
ま
し
た
。
私
は
岡
山
農

民
の
意
欲
と
云
い
ま
す
か
農
業

の
転
換
期
を
前
に
し
て
彼
等
が

所
謂
前
向
き
の
姿
勢
で
之
を
受

け
と
め
て
い
る
の
を
見
て
い
さ

さ
か
圧
倒
さ
れ
る
思
い
が
し
ま

し
た
。
唯
大
半
が
申
年
以
上
の

人
で
二
十
才
前
後
の
青
年
の
姿

が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
注

意
を
ひ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
が
済
ん
だ
後
受
入
農

家
の
人
達
と
一
堂
に
会
し
、
夕

食
を
共
に
し
な
が
ら
お
互
い
に

紹
介
し
合
い
懇
談
し
ま
し
た
が

そ
の
時
私
は
挨
拶
の
申
で
「
今

度
の
実
習
の
ね
ら
い
は
一
口
に

云
え
ば
岡
山
農
業
の
企
業
性
と

農
民
の
ガ
メ
ツ
さ
を
体
得
さ
せ

度
い
こ
と
に
あ
る
」
と
申
し
ま

し
た
ら
。
受
入
側
か
ら
は
「
こ

の
よ
う
な
真
面
目
な
若
者
が
後

継
者
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
お
り

そ
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
お
ら

れ
る
東
郷
村
が
羨
し
い
」
と
云

わ
れ
ま
し
た
。

　
翌
十
七
日
は
土
曜
日
に
も
拘

ら
ず
私
の
為
に
開
拓
課
が
終
日

自
動
車
を
提
供
し
て
く
れ
会
長

の
黒
瀬
さ
ん
の
案
内
で
受
入
農

家
の
視
察
に
向
い
ま
し
た
。
簡

単
に
そ
の
特
徴
を
御
紹
介
致
し

ま
し
よ
う
。

一、

_
園
忠
夫
さ
ん
1
新
名
実

　
君
（
寺
迫
）

　
市
外
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
肉
鶏

飼
育
）
を
や
っ
て
お
ら
れ
、
ト

タ
ン
葺
き
の
群
飼
バ
タ
リ
ー
二

棟
に
四
〇
〇
〇
羽
の
牡
丹
が
飼

は
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
ア
メ

リ
カ
で
の
実
習
体
験
を
生
か
し

て
ム
「
本
格
的
な
育
雛
鶏
舎
を
建

設
中
で
常
時
一
万
羽
飼
育
に
す

る
予
定
と
聞
き
ま
し
た
。

　
　
　
（
以
下
奪
へ
続
ノ

〔

◇
暦
を
み
る
と
、
　
「
て
い
ち

つ
」
と
い
う
節
が
あ
る
。
こ
れ

は
虫
類
な
ど
が
冬
眠
か
ら
覚
め

て
穴
か
ら
は
い
出
る
季
節
で
あ

る
。
今
年
も
遠
う
に
そ
の
節
は

過
ぎ
て
日
一
日
と
春
は
深
ま
っ

て
行
き
「
春
宥
一
刻
値
千
金
」

の
句
や
「
春
眠
不
レ
覚
レ
暁
」

の
句
な
ど
若
い
こ
ろ
に
覚
え
た

言
葉
が
春
の
季
と
と
も
に
思
い

出
さ
れ
て
な
つ
か
し
い
。

◇
春
は
森
羅
万
象
、
生
へ
の
躍

動
の
季
で
あ
る
。
田
圃
の
麦
芽

は
春
光
を
う
け
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸

び
て
い
る
。
小
川
も
メ
ダ
カ
を

浮
べ
て
さ
ら
さ
ら
流
れ
て
い
る

人
ま
た
稔
り
の
秋
へ
の
鍬
を
振

う
季
で
あ
る
。
大
い
に
つ
と
め

よ
う
。

◇
今
年
の
申
学
卒
業
生
は
二
四

〇
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
二

％
は
進
学
、
四
五
％
は
就
職
で

在
村
は
僅
か
に
一
三
％
に
過
ぎ

な
い
現
状
で
あ
る
。

農
村
の
将
来
は
こ
ん
な
姿
で
よ

い
の
だ
ろ
う
か
と
大
い
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
卒
業
生
諸
君
に
は
自
重
自

愛
、
常
に
前
向
の
姿
勢
で
進
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

◇
三
月
定
例
村
会
で
、
村
長
が

説
明
し
た
昭
和
三
十
七
年
度
予

算
案
提
案
理
由
は
、
昭
和
ゴ
ギ

七
年
度
の
本
村
振
興
の
方
向
づ

け
で
あ
り
実
践
綱
領
で
あ
る
。

◇
ど
の
項
目
を
み
て
も
、
そ
の

根
基
を
な
す
も
の
は
、
村
民
一

人
一
人
に
在
る
。

村
民
が
本
村
の
将
来
を
真
剣
に

考
察
し
、
実
践
意
欲
を
盛
り
上

げ
ぬ
限
り
、
そ
れ
は
画
餅
に
等

し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
草
餅
や
春
の
お
と
つ
れ
つ
げ

　
に
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グ
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